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浅層物理探査用の磁気共鳴スキャナーの開発

Development of a magnetic resonance surface scanner for near

surface geophysics
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　土木現場における水の非破壊定量というニーズにこたえるため、水の非破壊定量を得意とするプロトン磁気

共鳴現象を計測原理とする構造物の表面スキャナーを開発中である。現場に持って行ける試作品（図

1）は、年度内に完成予定である[1]。そのスキャナーは、探査深度（センサーから感度領域までの距離）が約

３ｃｍで、通常の１００V商用電源のあるところなら動作する。静磁場と高周波磁場の数値シミュレーション

を多数回行って試行錯誤した結果、2015年に完成した室内実験用プロトタイプ[2][3]と比べて、感度領域の磁

場強度が約半分に低下するものの、探査深度を約３ｃｍに維持したまま磁石重量を約1/3に低減することがで

きた。この軽量化によって、気軽に現場に持ち出せるポータブルでコンパクトな計測システムが実現可能に

なった。連携していただける企業・研究機関を探しつつ、以下の応用を考えている。 

　・老朽化した道路やコンクリート建造物などのインフラ内部にたまった地下水・雨水の定量。 

　・特に寒冷地では、亀裂の進展の原因になりうる、それらインフラ内部の水の凍結状態の検査。 

　・打設したコンクリートの強度発現を支配するセメント鉱物の水和反応のモニタリング。 
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